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＜連絡事項＞
・特記なし。
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　セツ様～14:00ケアマネ面会。担当ケアマネ来院され、今後介護保険の区分変更申請の為本人の状態確認している。

ADⅬほぼ自立している為、介護度があがらない可能性あるも区分変更をかけてみるとのこと。また今後について、もと住んでいたアパートへ戻れないとケアマネより話しあり、涙を流し希死的な発言聞かれている。
・松尾　秋男様～レンタルの車椅子が届いている。
・中市　正治様～馬渡Drより、船場Drと話しをし、胆嚢炎を繰り返しており、当院での治療に限界があるため、他科受診をした方がいいのではなかとのこと。家族へ連絡し、意向を確認するようにとの指示あり。本人は、治療に対して、前向きな発言聞かれている。
・田嶋　ハル様～特養「クローバーズピア」より訪問調査が3月27日(金)14時予定。
＜船場Dr診察＞
・中市　正治様～指示の点滴、3/23まで継続処方。22日に採血の指示あり。又、ウルソが7日分処方となる。
・三浦　光子様～腹部レントゲン、腹部CT実施。腹部全体を閉める巨大結腸症と停滞した大量のガス貯留があるとのことで、大建中湯が7日分処方となっている。又、点滴は困難である可能性がある為、食事を3分粥（通常の1/4量）へ変更している。水分摂取は、積極的に行って良いとのこと。食事量を減らしている為、脱水に注意していく。

又、船場Drより、内服薬の内容が腸の動きを緩やかにしている可能性もある為、主治医へ現在服用している服薬の内容を検討して貰って欲しいとのことでした。詳しくは入院時書類のH30.12.20.に八戸市民病院消化器からの情報提供書を確認して下さい。
＜馬渡Dr診察＞
・杉本　典子様～臨時薬、チアプリドが中止になり、後、同内容にて継続処方となる。
食事摂取量少ない為、本日昼～軽々食、キザミへ変更。それでも食事摂取量少ない場合は、補食検討していく。
・小笠原ミネ様～臨時薬、ペロスピロンが１➝２Tへ変更になり、他、同内容にて7日分処方
・丹崎　禮子様～臨時薬、メマンチンが中止にあり、他、同内容にて継続処方となる。
主治医より、最近、食事摂取量が低下してきており、さらに食べれなくなった際は、経管栄養などは希望するか、ご家族へ確認するようにとのこと。
・田嶋　ハル様～臨時薬7日分処方となる。下痢が継続している為、本日夕より、酸化マグネシウム、センナリド除剤の指示あり。
〇下記患者様、臨時薬同内容にて7日分処方あり。

・西塚　幸子様・山田みつゑ様・板橋　イマ様・松尾　秋男様・清川　恵様
・松森　英作様・舛森　市太郎様・平濱　カネ様。・大島　くに様・山沢　ユミ様
・馬場　貞蔵様・土嶺　晴子様・中市　正治様
・大島　くに様～施設の申込状況を電カルの付箋に記入をお願いします。
・平濱　カネ様～施設の申込状況を電カルの付箋に記入をお願いします。
＜要注目患者様＞
・中田　定明様～浅眠で経過。朝食時、指示入らず1/3で終了。点滴滴下不良あり、刺し替えしている。時折、体動あるがベッドから降りようとすることはない。
・中市　正治様～夜間帯、点滴差し替え行っている。日中は、一時的に血圧低値あるも、他バイタルサイン異常なし。嘔吐・嘔気なく服薬行え「大分良くなってきた。」と話している。
・高屋　静江様～朝方訪室すると、ベットサイド、ベット下等の他者の歯ブラシや、紙の収集あり介入している。体験入院で来た、時計がなくなったなどと訴えあるが、説明にて納得されてる。その他、他患者と交流あり穏やかに過ごされている。
・三浦　光子様～朝食1/3摂取。腰痛、肋骨痛持続し、腹部緊満あり。バイタルサイン異常なし。
・田嶋　ハル様～泥状便多量にあり、寝具まで汚染みられている。本日夕・就床前薬の酸化マグネシウム、センナリドは除剤とする。
・佐藤　セツ様～幻聴訴え、夜間帯、不眠で経過。朝方、誰かが入ってきたか見張っていた等、妄想発言ある。
・鎌田　隆子様～早朝、「風呂場の赤い機械に心臓があって冷えれば死ぬからドアを開けて見せて下さい。」と執拗に訴え、説得も聞き入れず、風呂場を開けて見せると、「あれ、いない。」とまた執拗に訴える。日中も幻聴様の訴えある。
・田沼　清子様～他者への干渉、他室侵入頻回にみられ、都度対応している。介入に対し易怒性はなし。
・松森　栄作様～徘徊、他室侵入しているが、声掛けで易怒性なく応じている。
・本間　啓子様～スタッフに要求多く、思い通りにならないと小声で不満を話している。易怒性なく日常会話ができているときもあるが、他の患者に自身の車椅子を押されそうになり「あんたなにすんの！」と掴み合いになりかけている。
